
本日の話題提供の位置づけ 

・複雑化する研究手続き、情報等を専門知識や現場の知
識（ローカル知）を活かしながらスムーズな運用を目指す。 

・研究者、事務系職員、URA等が協調しやすい研究マネ
ジメント体制の整備をする。 

・行政、ファンディング機関等に研究システム上の課題を
整理し、検討する場を設ける 
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・研究マネジメントやプロジェクトメイキングなど様々な取
組の事例を共有し方法論等の構築をする。 
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